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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 20,442,61423,044,77210,517,71911,861,02942,666,214

経常利益 (千円) 86,878 105,003 110,839 115,817 394,406

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) 45,385 △15,381 63,121 37,686 123,823

純資産額 (千円) ― ― 3,818,9613,821,8463,905,312

総資産額 (千円) ― ― 13,161,88214,561,37013,660,120

１株当たり純資産額 (円) ― ― 984.50 985.24 1,006.76

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額（△）

(円) 11.70 △3.97 16.27 9.72 31.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 29.02 26.2 28.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 575,660 781,558 ― ― 512,048

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △155,283△69,348 ― ― △632,477

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △165,635 △6,843 ― ― 97,486

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,741,9593,187,4372,464,275

従業員数 (名) ― ― 299 322 294

(注)１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在せず、また当第２四半期

 連結累計期間においては１株当たり四半期純損失のため記載をしておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 322(47)

(注) 1　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの

　 出向者を含む就業人員であります。

　　 2　(外書)で示したものは、臨時従業員(１日１人7.5時間換算)であり、従業員数には含めておりません。

　　 3　従業員数には嘱託社員12名を含んでおります。

　　　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 245(21)

(注) 1　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。臨時

従業員(１日１人7.5時間換算)は(外書)で記載しております。

　　 2　(外書)で示したものは、臨時従業員(１日１人7.5時間換算)であり、従業員数には含めておりません。

　　 3　従業員数には嘱託社員11名を含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

食材製造事業 398,849 ―

合計 398,849 ―

(注) １  上記の金額は、製造原価によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円)
前年同四半期比

(％)

食材卸売事業 9,618,808 ―

食材製造事業 51,616 ―

合計 9,670,424 ―

(注) １  上記の金額は、実際仕入価格によっています。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注実績

　　当社グループは、需要予測に基づく見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(4) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

食材卸売事業 11,200,378 ―

食材製造事業 664,490 ―

不動産賃貸事業 35,598 ―

セグメント間の内部売上高 △39,438 ―

合計 11,861,029 ―

(注) １  主な相手先別の販売実績及び該当販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社モンテローザ 2,340,525 22.3 2,632,963 22.2

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要な事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、企業収益の改善などを背景に持ち直しの動きが見

られるものの、急激に進んだ円高・株安や世界経済の減速による景気の先行き懸念や未だに厳しい雇用

情勢や所得環境に起因する個人消費の低迷が続くなど、依然として厳しい状況が続いております。

　当社グループが事業活動の中心としております外食・中食市場におきましても、全般的に消費者の節約

志向、低価格志向は依然と強く厳しい環境は続いております。

　このような状況のもと、当社グループは前連結会計年度より開始いたしました「第一次Ｃ＆Ｇ経営計

画」の２年目として首都圏№１、顧客満足度№１を主眼に「頼れる食のパートナー」を掲げ、お客様に真

に必要とされる企業となるべく、営業利益の向上を活動方針に事業活動に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は118億61百万円(前年同四半期比

12.8％増)となり、営業利益71百万円(前年同四半期比29.4％増)、経常利益１億15百万円(前年同四半期比

4.5％増)、四半期純利益37百万円(前年同四半期比40.3％減)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(食材卸売事業) 

　　食材卸売事業におきましては、引き続き首都圏エリアへの積極的な営業強化を進め、またトータルコス

トの削減に繋がる物流効率に努めてまいりました。一方昨年７月より取り扱いを開始いたしました生鮮

野菜の販売は、今夏の異常気象の影響による仕入価格の高騰と業務効率の改善遅れで大変厳しい結果と

なりました。このような結果、売上高は112億円、セグメント利益２億４百万円となりました。

(食材製造事業) 

  　食材製造事業におきましては、引き続き自社ブランド商品の販売強化、ユーザーブランド商品の開発

・販売に努め、継続的な品質向上とコストダウンにも取り組んでまいりましたが、全般的に商品の販売が

伸び悩み、売上高は６億64百万円、セグメント利益22百万円となりました。

(不動産賃貸事業) 

  不動産賃貸事業におきましては、主に連結子会社を対象に不動産賃貸を行っております。当事業の売上

高は35百万円、セグメント利益25百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、流動資産が前連結会計年度末に比べ、９

億９百万円増加し112億14百万円になりました。これは主として現金及び預金が７億48百万円、受取手形

及び売掛金が82百万円増加したことによるものです。また、固定資産は前連結会計年度末に比べ、８百万

円減少し、33億46百万円となりました。これは主として有形固定資産が45百万円増加し、無形固定資産が

22百万円、投資その他の資産が32百万円減少したことによるものです。この結果、総資産は前連結会計年

度末に比べて９億１百万円増加し、145億61百万円となりました。

(負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ９億84百万円増加し、107億39百万円となりました。これ

は主として支払手形及び買掛金が８億13百万円、固定負債のその他が98百万円増加したことによるもの

です。

(純資産)

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ83百万円減少し、38億21百万円となりました。これは

主として利益剰余金が61百万円、その他有価証券評価差額金が21百万円減少したことによるものです。こ

の結果、自己資本比率は26.2％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末と比較して７億23百万円増加し、31億87百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比較して２億76百万円増加し、５億10百万円の

収入となりました。これは仕入債務の増加額が８億80百万円、売上債権の増加額が２億98百万円であった

ことが主たる要因であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比較して71百万円増加し、44百万円の支出とな

りました。これは有形固定資産の取得による支出が31百万円、定期預金の預入による支出が７百万円で

あったことが主たる要因であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比較して１億73百万円増加し、１億51百万円の

収入となりました。これは長期借入金による収入が３億円、長期借入金の返済による支出が１億26百万円

であったことが主たる要因であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第2四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,882,500 3,882,500
大阪証券取引所
（JASDAQ市場）

 単元株式数は100株であります。

計 3,882,500 3,882,500― ―

(注)　大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

に、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引

所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ─ 3,882,500 ─ 302,250 ─ 291,900
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(6) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年９月30日現在　　

氏名又は名称 住所
所有株式数　　　
（千株)

発行済株式総数に対する所
有株式数の割合（％）

久世健吉 東京都豊島区 934 24.07

久世社員持株会 東京都豊島区東池袋２丁目29―７ 304 7.83

久世純子 東京都豊島区 177 4.57

久世真也 神奈川県川崎市多摩区 153 3.94

久世晃介 埼玉県さいたま市緑区 140 3.61

阿久澤佐喜子 東京都多摩市 136 3.52

株式会社トーホー 兵庫県神戸市東灘区向洋町西５丁目９番 135 3.47

竹田和平 愛知県名古屋市天白区 130 3.34

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６―６ 130 3.34

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１―５ 125 3.21

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３―１ 125 3.21

計 ― 2,491 64.17

(注)　所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― 　

議決権制限株式(その他) ─ ─ 　

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
  普通株式　　　
            3,300
 

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式　 　   　  　3,878,600

 
38,786同上

単元未満株式 普通株式　 　   　  　600 ― 同上

発行済株式総数 3,882,500 ― ―

総株主の議決権 ― 38,786 ―

(注)　単元未満株式には自己株式99株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
　株式会社　久世

東京都豊島区東池袋
　　２丁目29－７

3,300 ─ 3,300 0.08

計 ― 3,300 ― 3,300 0.08

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 520 450 446 500 497 490

最低(円) 440 420 406 450 440 445

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　　　なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設され

た同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダー

ド）に上場となっております。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
専務取締役
（業務本部長）

菱岡　俊晴 平成22年７月１日

常務取締役
常務取締役

（広域営業本部長
　兼広域営業部長）

久世　真也 平成22年７月１日

取締役
（業務本部長

　　兼人事総務部長）

取締役
（人事総務部長）

加藤　広忠 平成22年７月１日

取締役
（広域営業本部長
　兼広域営業部長
　　兼営業開発部長）

取締役
（東京支店長）

鎌田　美紀男 平成22年７月１日

　

役員の氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

松崎　俊幸

専務取締役
（営業本部長
兼東京支店長
兼物流部長）

専務取締役
（営業本部長兼物流部長）

平成22年７月１日

専務取締役
（営業本部長
兼東京支店長）

専務取締役
（営業本部長
兼東京支店長
兼物流部長）

平成22年９月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,555,806 2,807,797

受取手形及び売掛金 5,603,110 5,520,603

商品及び製品 1,312,817 1,282,599

原材料及び貯蔵品 110,326 106,740

その他 675,951 620,695

貸倒引当金 △43,286 △33,683

流動資産合計 11,214,727 10,304,752

固定資産

有形固定資産 ※
 1,911,163

※
 1,865,249

無形固定資産 154,508 177,084

投資その他の資産

その他 1,342,638 1,437,522

貸倒引当金 △61,667 △124,487

投資その他の資産合計 1,280,971 1,313,034

固定資産合計 3,346,643 3,355,367

資産合計 14,561,370 13,660,120

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,622,045 6,808,406

1年内償還予定の社債 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 793,164 778,500

未払法人税等 106,353 122,570

賞与引当金 147,180 163,296

その他 796,502 743,975

流動負債合計 9,505,244 8,656,749

固定負債

社債 140,000 160,000

長期借入金 487,836 440,500

退職給付引当金 282,704 280,702

役員退職慰労引当金 179,575 171,575

その他 144,164 45,281

固定負債合計 1,234,280 1,098,058

負債合計 10,739,524 9,754,807
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 302,250 302,250

資本剰余金 291,900 291,900

利益剰余金 3,220,177 3,282,107

自己株式 △1,687 △1,687

株主資本合計 3,812,639 3,874,569

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 9,206 30,742

評価・換算差額等合計 9,206 30,742

純資産合計 3,821,846 3,905,312

負債純資産合計 14,561,370 13,660,120
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 20,442,614 23,044,772

売上原価 16,985,971 19,128,372

売上総利益 3,456,643 3,916,399

販売費及び一般管理費

給料 662,076 750,866

賞与引当金繰入額 142,885 135,090

役員退職慰労引当金繰入額 7,300 8,000

運賃 1,578,218 1,877,198

貸倒引当金繰入額 9,317 12,086

その他 1,045,146 1,096,244

販売費及び一般管理費合計 3,444,944 3,879,486

営業利益 11,698 36,912

営業外収益

物流業務受託収入 79,291 79,212

協賛金収入 71,462 68,449

その他 69,200 56,839

営業外収益合計 219,955 204,501

営業外費用

物流業務受託収入原価 86,515 80,842

催事等振替原価 35,500 35,124

その他 22,759 20,443

営業外費用合計 144,775 136,410

経常利益 86,878 105,003

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,048 1,875

特別利益合計 4,048 1,875

特別損失

減損損失 2,712 －

固定資産除却損 153 193

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 38,992

特別損失合計 2,865 39,186

税金等調整前四半期純利益 88,061 67,693

法人税、住民税及び事業税 47,307 103,829

法人税等調整額 △4,631 △20,755

法人税等合計 42,675 83,074

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △15,381

四半期純利益又は四半期純損失（△） 45,385 △15,381
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 10,517,719 11,861,029

売上原価 8,701,117 9,826,910

売上総利益 1,816,602 2,034,118

販売費及び一般管理費

給料 331,462 381,539

賞与引当金繰入額 63,572 53,730

役員退職慰労引当金繰入額 3,700 4,300

運賃 803,686 958,008

貸倒引当金繰入額 7,646 4,819

その他 551,118 560,006

販売費及び一般管理費合計 1,761,185 1,962,403

営業利益 55,416 71,715

営業外収益

物流業務受託収入 41,482 39,898

協賛金収入 64,722 61,375

その他 39,864 28,355

営業外収益合計 146,069 129,629

営業外費用

物流業務受託収入原価 43,978 40,076

催事等振替原価 35,500 35,124

その他 11,166 10,325

営業外費用合計 90,646 85,526

経常利益 110,839 115,817

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,858 832

特別利益合計 2,858 832

特別損失

固定資産除却損 89 193

特別損失合計 89 193

税金等調整前四半期純利益 113,608 116,456

法人税、住民税及び事業税 19,901 47,180

法人税等調整額 30,586 31,589

法人税等合計 50,487 78,769

少数株主損益調整前四半期純利益 － 37,686

四半期純利益 63,121 37,686
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 88,061 67,693

減価償却費 109,287 96,468

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 38,992

減損損失 2,712 －

固定資産除却損 153 193

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,796 10,118

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,997 △17,666

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,012 2,001

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,745 8,000

受取利息及び受取配当金 △5,865 △5,379

支払利息 11,458 11,326

売上債権の増減額（△は増加） △176,697 △77,745

たな卸資産の増減額（△は増加） △129,466 △30,722

その他の資産の増減額（△は増加） 10,513 △50,241

仕入債務の増減額（△は減少） 761,036 836,811

その他の負債の増減額（△は減少） △8,318 17,543

小計 679,833 907,394

利息及び配当金の受取額 622 1,713

利息の支払額 △11,299 △12,087

法人税等の支払額 △93,496 △115,461

営業活動によるキャッシュ・フロー 575,660 781,558

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,481 △15,277

有形固定資産の取得による支出 △69,344 △39,755

無形固定資産の取得による支出 △20,936 △730

投資有価証券の取得による支出 △4,637 △4,776

貸付けによる支出 △6,000 △1,100

貸付金の回収による収入 7,202 1,332

その他投資等の取得等による支出 △48,776 △14,813

その他投資等の解約等による収入 2,690 5,772

投資活動によるキャッシュ・フロー △155,283 △69,348

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △218,000 △238,000

社債の償還による支出 － △20,000

自己株式の取得による支出 △35 －

リース債務の返済による支出 △1,278 △2,585

配当金の支払額 △46,322 △46,257

財務活動によるキャッシュ・フロー △165,635 △6,843

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 254,742 705,366

現金及び現金同等物の期首残高 2,487,217 2,464,275

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 17,795

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,741,959

※
 3,187,437
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【継続企業の前提に関する事項】

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

 １．連結の範囲に関する
　 事項の変更

 (1) 連結の範囲の変更
　　　第１四半期連結会計期間より、重要性の増した株式会社久世フレッシュ・
　　ワンを連結の範囲に含めております。
 (2) 変更後の連結子会社の数
　　　２社

 ２．会計処理基準に関する
　 事項の変更

　
　
　

 (1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用
　　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会
　　計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適
　　用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており
　　ます。
　　　これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ2,208千円、税金等調整前四半
　　期純利益は41,200千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始によ
　　る資産除去債務の変動額は65,945千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　　至　平成22年９月30日）

　（四半期連結損益計算書関係）
　　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則
    等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計
    期間では「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日　　至　平成22年９月30日）

　（四半期連結損益計算書関係）
　　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則
    等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計
    期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　 1,925,824千円※　有形固定資産の減価償却累計額 　1,840,036千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年９月30日)

※　現金及び現金同等物の当四半期連結累計期間末残高

と当四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係（平成21年９月30日現在）

現金及び預金 3,070,054千円

預入期間が３か月超の定期預金  △328,094千円

現金及び現金同等物 2,741,959千円

※　現金及び現金同等物の当四半期連結累計期間末残高

と当四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係（平成22年９月30日現在）

現金及び預金 3,555,806千円

預入期間が３か月超の定期預金 △368,369千円

現金及び現金同等物 3,187,437千円

　
(株主資本等関係)

　当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）
　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,882,500

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,399

　
３　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月25日
定時株主総会

普通株式 46,549 12平成22年３月31日平成22年６月28日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
食材卸売業
(千円)

食材製造業
(千円)

不動産賃貸業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

9,827,124690,028 56610,517,719 ― 10,517,719

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

8,762 ― 35,098 43,861（43,861） ―

計 9,835,887690,02835,66510,561,580（43,861）10,517,719

営業利益 195,05940,574 25,142260,775（205,359）55,416

(注)  １　事業区分の方法

　　事業形態別に、食材卸売業、食材製造業、不動産賃貸業に区分しております。

　　　２　各事業区分に属する主な商品または事業内容

　　（1）食材卸売業　　　外食産業等に対する食材等の販売（業務用冷凍食品、冷蔵食品、生鮮食品、その他

　　　　　　　　　　　　 全般）

　　（2）食材製造業　　　外食産業等に対する食材の製造・販売（業務用スープ、ソース等）

　　（3）不動産賃貸業　　不動産の賃貸

 

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
食材卸売業
(千円)

食材製造業
(千円)

不動産賃貸業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

19,080,3211,359,9002,39320,442,614 ― 20,442,614

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

15,810 ― 70,197 86,008（86,008） ―

計 19,096,1321,359,90072,59020,528,623（86,008）20,442,614

営業利益 290,17165,405 48,001403,578（391,879）11,698

(注)  １　事業区分の方法

　　事業形態別に、食材卸売業、食材製造業、不動産賃貸業に区分しております。

　　　２　各事業区分に属する主な商品または事業内容

　　（1）食材卸売業　　　外食産業等に対する食材等の販売（業務用冷凍食品、冷蔵食品、生鮮食品、その他

　　　　　　　　　　　　 全般）

　　（2）食材製造業　　　外食産業等に対する食材の製造・販売（業務用スープ、ソース等）

　　（3）不動産賃貸業　　不動産の賃貸

 

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累

計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　　在外子会社および重要な海外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累

計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号　平成20年３月21日）を適用しております。　　

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離独立された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、外食産業向け食材等の卸売及び業務用スープ、ソース等の製造販売を主な事業内容とし、さらに

連結子会社を対象に不動産賃貸を行っております。

従いまして、当社は事業形態別セグメントから構成されており、「食材卸売事業」、「食材製造事業」、

「不動産賃貸事業」の３つの報告セグメントとしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 21,682,1461,361,599 1,026 23,044,772

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

9,937 ― 70,197 80,134

計 21,692,0831,361,599 71,224 23,124,907

セグメント利益 276,211 79,107 53,495 408,814

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,196,039 664,490 499 11,861,029

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,339 ― 35,098 39,438

計 11,200,378 664,490 35,598 11,900,467

セグメント利益 204,126 22,452 25,552 252,131
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３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 408,814

セグメント間取引消去 6,331

全社費用(注) △378,232

四半期連結損益計算書の営業利益 36,912

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 252,131

セグメント間取引消去 3,709

全社費用(注) △184,126

四半期連結損益計算書の営業利益 71,715

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して

著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して

著しい変動はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 985.24円
　

　 　

　 1,006.76円
　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 3,821,846 3,905,312

普通株式に係る純資産額（千円） 3,821,846 3,905,312

普通株式の発行済株式数（株） 3,882,500 3,882,500

普通株式の自己株式数（株） 3,399 3,399

1株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株）

3,879,101 3,879,101

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間 
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11.70円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純損失金額 △3.97円
　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、当第２四半期累計期間に

　　　おいては１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

　　 ２.１株当たり四半期純利益又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
 (自　平成22年４月１日 
　　至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失（△）（千円）

45,385 △15,381

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失（△）（千円）

45,385 △15,381

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ─

普通株式の期中平均株式数（株） 3,879,101 3,879,101
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 16.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益金額 9.72円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 63,121 37,686

普通株式に係る四半期純利益(千円) 63,121 37,686

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 3,879,101 3,879,101

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

株式会社　久世

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菅　　原　　隆　　志    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鳥　　羽　　正　　浩    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社久世の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成21

年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社久世及び連結子会社の平成21年９月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

株式会社　久世

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菅　　原　　隆　　志    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鳥　　羽　　正　　浩    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社久世の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成22

年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社久世及び連結子会社の平成22年９月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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